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要旨： 
 ポリコーム群(polycomb group; PcG)複合体は、ヒストン蛋白の化学修飾を介し

て遺伝子発現を抑制し、細胞特異的な遺伝子発現の確立・維持に重要な役割を担

っている。PcG 複合体は幹細胞システムにおいても重要な機能を有し、幹細胞に共

通な自己複製制御分子として解析されてきた。近年、PcG 複合体がトライソラック

ス群複合体と協調して幹細胞に特異的なヒストン修飾を確立し、幹細胞の多能性

の維持にも寄与することが明らかとなった。また、PcG 複合体は癌におけるエピジ

ェネティクス異常にも深く関与し、癌細胞の造腫瘍活性を制御する。 

われわれは、PcG 複合体が造血幹細胞の自己複製能や多能性をどのように維持す

るのかを明らかにしてきた。また、造血器腫瘍における PcG 複合体の発現・機能

異常の意義を検証しつつある。本セミナーではこのような話題の中から最近の知

見をご紹介したい。 
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